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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

平成21年９月18日に提出いたしました第１３期（自　平成20 年７月１日　至　平成21年６月30日）有価証

券報告書の記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を

提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

第２　事業の状況

４　事業等のリスク

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

第一部　【企業情報】

第２　【事業の状況】

４　【事業等のリスク】

　

（訂正前）

（1）～（6）省略

　

（訂正後）

（1）～（6）省略

（7）継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況について

　当社グループは、当連結会計年度を含め２期連続の営業損失を計上し、当該状況を改善するため当連結会計

年度には、親会社である㈱ファーストエスコが営んでいた電力ビジネス事業を分社化、同事業に属する発電

子会社３社とともに、その新設子会社株式の100%を譲渡いたしました。 

　この事業構造の変革により、当連結会計年度では当該電力ビジネス事業の資産・負債等に係る譲渡損、固定

資産の減損、貸倒引当金繰入等大幅な特別損失を計上することとなり、当期純損失が4,113,903千円となりま

した。 

　また、当社グループに引き続き属するウッドパワー発電子会社３社に対する借入先金融機関の財務制限条

項への抵触も解消されていないことから、継続企業の前提に重要な疑義が生じております。当社グループで

は、これらの事象を解消すべく諸策を講じておりますが、現時点では、継続企業の前提に関する重要な不確実

性が認められるため、「継続企業の前提に関する注記」を記載しております。 
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